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論文内容の要 旨
アマルガムは取扱いが容易なため、臨床で頻繁に使われているが、填塞後腐食する欠点がある。腐
食によりアマルガムが変色し、かっ多孔質になることはすでに知られてわり、また減量をともなうこ
とも報告されている口しかし、アマルガムを構成する各相のうち主としてどの相が腐食されるかはま
だ十分解明されていない。
そこで本研究では、金属組織学的立場から、アマルガムを構成する未反応合金相(主として y 相)、
Yl 相ならび、にYzf目の 3 相とこれらの相の聞に散在する空胞の量的関係が腐食前と腐食後でどのように
変わるかを明らかにし、さらに腐食による生成物を確認することを目的とした。
第 1 報では、微量の水銀をアマルガム研摩面に拡散させ、 3 相に対する水銀の拡散速度と溶解度の
違いを利用して、各相の粒界を観察する水銀エッチング法を考案した。
その結果、同法は従来の電解質溶液によるエッチング法にくらべて、簡単な操作で 3 相の粒界と空
胞を同時に、かっ鮮明に識別できることがわかった。またその処理面は室温、大気中では長期間変色、
腐食などの変化を起こさないので、必要に応じていつでも同一組織を観察できる利点があることを認
めた O そこで、本研究を通じて、アマルガムのエッチングには同法を採用した。
第 2 報では、腐食前のアマルガムにおける 3 相と空胞の量的関係を明らかにするために、組成の明
らかな Ag-Sn-Cu合金から作製された水銀量39~64%の各アマルガムにおける 3 相の容積と粒度、な
らびに空胞の量を測定した。また、これらのアマルガムの密度を測定した。
その結果、水銀量の増加にともない、 Yl 相ならび、 lこれ相の結晶粒度は大きくなり、それらの占める
容積は増加するが、未反応合金粒の粒度は小さくなり、それらの占める容積は減少することが認めら
れた。アマルガムの密度は水銀量の増加にともない増加していた。また、空胞の量は水銀量が減少す
るほど増加する傾向を示した。
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第 3 報では、アマルガムの腐食がどの相で起こり、その強さにどのような影響を与えるかを明らか
にする目的で、 3rc 、 1%食塩水にアマルガムを浸漬し、 3 相と空胞の量的関係および衝撃強さが
in vitro 腐食によりどのように変わるかを検討した。また腐食産物を X線回折法により分折した。さ
らに、口腔内で 1 年以上使用されたアマルガムのin vivo 腐食を観察し、 in vitro 腐食における結果と
比較した。
その結果、アマルガムの腐食はh相における電気化学的腐食にもとづく孔食であり、民相のネット
ワークを介して比較的短期間に深部にまでおよぶことが明らかにされた。また腐食により生成した主
要な1産物は酸化第 1 錫SnOで、あることが認められた。 Y2相の孔食により多量の空胞を生ずる結果、腐
食組織は多孔質となり、衝撃強さは著るしく低下していた。
以上のごとく、本研究においては、水銀エッチング法を用いて、腐食前ならびに腐食後のアマルガ
ムの構成各相の量的関係の変化を検討した結果、アマルガムの腐食は主としてれ相において起こり、
酸化第 l 錫SnOを生成することが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、水銀エッチング法を用いて金属組織学的にアマルガムの腐食機構を追求したものであり、
アマルガムを構成する各相の腐食による量的関係の変化ならびに腐食生成物について重要な知見を得
た価値ある業績であると認める。よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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